
 

特別展「引揚港・舞鶴と大阪～ひとりの男が伝えたメッセージ～」関連イベント 

開戦の日平和祈念事業 

 

【対象】どなたでも 【申込方法】お電話にて 【定員】先着 140 名 【会場】ピースおおさか 1 階講堂   

【参加費】無料（ただし入館料が必要） ＊大人 250 円、高校生 150 円、中学生以下は無料、65 歳以上・障がい者の方も無料（要証明書） 
 

＊来館の際は必ずマスクをご着用ください。また、体調不良の方のご来館はお断りさせていただきます。 

  詳しくは当館ＨＰをご覧ください。 

＊申込をされた方の個人情報は、この事業の連絡もしくは新型コロナウイルス 

感染拡大防止のために、必要がある場合のみ使用します。 

＊定員に達した場合は、申込受付を終了させていただきます。 

当日は、申込者以外 会場にご入場いただけません。 
 

【主催・お問い合わせ】 ピースおおさか （公益財団法人 大阪国際平和センター） 

〒540-0002 大阪市中央区大阪城 2 番 1 号  TEL 06-6947-7208   

http://www.peace-osaka.or.jp               FAX 06-6943-6080 

JR 環状線「森ノ宮」北出口・Osaka Metro「森ノ宮」①番出口 

2020(令和 2)年 12 月 6 日(日) 13：30～15：45 

【プロフィール】 

沖縄県糸満市出身。京都造形芸術大学および同大学院で文化財保存修復学と

戦跡考古学を専攻。大阪府埋蔵文化財センター専門調査員などを経て 2012 年

より舞鶴引揚記念館学芸員。2020年より舞鶴市文化振興課文化財係長を兼任。 

長嶺
ながみね

 睦
むつみ

（舞鶴引揚記念館学芸員） 

「引き揚げ」に大きな関心を持っている桂春蝶さん。 

実際に舞鶴引揚記念館を見学したときの思い出や今回の特別展の感想などを語ると

ともに、病と差別をテーマにした新作落語「石と夕陽の間のペロリ」を披露する。 

 

桂 春蝶 

第一部 講演 

第二部 落語 


